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令
和
四
年
三
月
二
十
六
日
、
二
年
ぶ
り

に
清
見
潟
大
学
塾
の
三
十
八
回
度
の
開
講

式
が
、
静
岡
市
長 

田
辺
信
宏
様
、
市
議
会

議
長 

鈴
木
和
彦
様
、
教
育
長 

赤
堀
文
宣

様
、
清
水
区
長 

堀
池
明
様
、
生
涯
学
習
推

進
課
長 

宮
城
島
清
也
様
、
五
名
の
来
賓

を
お
迎
え
し
、
一
講
師
、
一
塾
生
と
一
部
縮

小
し
て
「
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
」
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
祝
辞
を
賜
り
、
講
師
宣
言
を
行

い
、
十
年
、
二
十
年
の
継
続
講
師
の
表
彰
を

祝
い
、
第
二
部
で
は
「
二
師
が
奏
で
る
音
楽

の
調
べ
」
と
銘
打
っ
て
、
普
段
聴
く
こ
と
の

少
な
い
講
師
の
「
大
正
琴
と
二
胡
」
の
池
ケ

谷
愛
美
講
師
と
「
お
筝
と
三
味
線
」
の
石
渡

裕
子
講
師
の
演
奏
を
聴
か
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
三
十
六
回
、
三
十
七
回
と
開
講
式
が
中

止
と
な
り
、
皆
様
、
淋
し
い
想
い
を
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
三
十
八
回
度
は

修
了
作
品
展
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
会
に
は
は

ず
み
が
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
一

年
間
、
楽
し
み
な
が
ら
講
座
に
通
っ
て
下

さ
い
。
コ
ロ
ナ
と
共
生
し
な
が
ら
も
、
こ
う

し
て
開
講
で
き
ま
す
の
も
、
静
岡
市
生
涯

学
習
推
進
課
や
清
水
区
生
涯
学
習
運
営
協 

       

議
会
、
清
水
区
内
生
涯
学
習
交
流
館
の
皆

様
の
ご
指
導
、
ご
理
解
、
又
、
講
師
、
塾

生
の
協
力
の
お
か
げ
と
、
心
よ
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

三
十
八
回
度
は
役
員
改
選
の
年
に
当

た
り
、
不
肖
、
私
、
牧
田
が
二
期
目
の
塾

長
を
仰
せ
つ
か
い
、
副
塾
長
に
原
田
春
佳

講
師
が
留
任
、
第
二
学
部
よ
り
石
渡
裕
子

講
師
が
新
任
で
総
会
に
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
岩
崎
芳
和
副
塾
長
に
は
小
川
晶
久

先
生
の
急
逝
に
依
り
急
に
お
願
い
を
し

て
三
年
間
、
と
て
も
お
世
話
に
な
り
、
有

難
う
御
座
い
ま
し
た
。
又
、
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
事
務
局
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
澤
野
裕
幸
氏
か
ら
退
任
の
申
し
出
が

あ
り
、
杉
山
健
太
郎
氏
が
新
た
に
就
任
を

了
解
さ
れ
ま
し
た
。
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

再
来
年
は
清
見
潟
大
学
塾
創
立
四
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。
講
師
、
塾
生
、
関
係

者
の
皆
様
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
楽
し
い

「
イ
ベ
ン
ト
」
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま

す
。 ち

な
み
に
三
十
八
回
度
は
講
座
数
、 

百
一
講
座
、
講
師
五
十
九
名
、
塾
生
千
三
百
四

十
八
名
で
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
す
。
講
師
、
塾
生

の
高
齢
化
「
コ
ロ
ナ
」
の
影
響
で
七
講
座
が
閉

講
し
、
新
講
座
一
、
講
師
の
引
継
ぎ
講
座
が

三
、
増
設
講
座
が
二
と
な
り
ま
し
た
。
毎
年
の

事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
生
涯
学
習

の
楽
し
さ
を
共
に
分
け
合
え
ま
す
様
、
友
人
、

知
人
に
途
中
入
塾
を
お
勧
め
下
さ
る
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。 

 

 

先
の
見
え
な
い
日
々
が
長
く
続
く
と
、
つ
い
確

か
な
も
の
に
摑
ま
り
た
く
な
る
も
の
で
す
。 

 

短
く
、
く
っ
き
り
と
書
れ
た
、
わ
か
り
易
い
言
葉
。 

こ
れ
さ
え
す
れ
ば
解
決
す
る
と
い
っ
た
指
南
。 

で
も
、
悩
ん
だ
り
逡
巡
し
た
り
す
る
こ
と
は
、 

そ
ん
な
に
悪
い
こ
と
か
な
、
と
思
う
の
で
す
。 

道
の
半
ば
で
立
ち
止
ま
り
、
し
ば
し
考
え
る
こ
と 

日
々
の
地
道
な
仕
事
に
手
を
動
か
し
な
が
ら
、 

何
か
が
見
え
て
く
る
の
を
、
た
だ
じ
っ
と
待
つ
事 

私
達
は
あ
ま
り
、
あ
せ
ら
ず
に
い
こ
う
。 

暖
か
い
地
面
に
植
え
た
苗
が
す
く
す
く
育
ち 

何
気
な
い
料
理
を
お
い
し
く
作
っ
て
味
わ
い
、 

き
ち
ん
と
ア
イ
ロ
ン
が
け
し
た
服
で
街
に
出
る
。 

そ
ん
な
お
だ
や
か
な
暮
ら
し
の
な
か
に 

「
確
か
さ
」
は
満
ち
て
い
る
の
だ
か
ら
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

暮
ら
し
の
手
帖
よ
り 
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清
見
潟
大
学
塾 

 
 
 
 
 

第
三
十
八
回
度 

開
講
式
を
迎
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

塾
長 

牧
田
ま
さ
子 
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三
十
八
回
度 

 
 
 
 
 
 

講
師
総
会
開
催 

  

三
月
十
三
日
十
時
か
ら
、
辻
生
涯
学
習
交

流
館
に
於
い
て
、
五
十
九
名
出
席(

委
任
状
七

名)

の
も
と
、
講
師
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

最
初
に
牧
田
塾
長
が
「
三
十
七
回
度
は
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
、
講
座
が
休
講
と
な
り
振
替
の

日
程
で
講
師
の
皆
様
、
大
変
ご
苦
労
さ
れ
た

事
と
思
い
ま
す
。
三
十
八
回
度
の
開
講
式
は

来
賓
の
方
の
出
席
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
二
年
振
り
に
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
感
染
対
策
を
し
っ
か
り
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
で
修
了
作
品
展
や
ス
テ
ー
ジ

発
表
会
に
は
ず
み
が
つ
く
の
で
は
と
期
待

い
た
し
ま
す
。
再
来
年
度
は
四
十
周
年
で 

 

 

『
こ
ど
も
の
料
理
教
室
Ⅰ
・
Ⅱ
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
谷
真
由
美
講
師 

  

『
清
水
で
落
語
を
楽
し
も
う
』 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
澤
実
幸 

講
師 

  

『
初
心
者
の
茶
道
教
室
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

堀
内
宗
征 

講
師 

   

次
い
で
、
継
続
講
師
表
彰
で
は
昨
年
表

彰
が
出
来
な
か
っ
た
、
三
十
六
回
度
十
年

表
彰
に
川
口
香
津
子
講
師
、
二
十
年
表
彰

に
平
井
昭
子
講
師
、
太
田
静
苑
講
師
、
丸
山

翠
心
講
師
、
鈴
木
芳
子
講
師
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
三
十
七
回
度
十
年
表
彰
に
矢
澤

美
知
子
講
師
、
佐
々
木
近
講
師
、
小
澤
正
人

講
師
、
二
十
年
表
彰
に
齊
藤
美
代
子
講
師
、

石
渡
裕
子
講
師
、
渡
辺
正
弘
講
師
、
深
澤
多

希
子
講
師
、
渥
美
啓
二
講
師
、
三
十
年
表
彰

守
永
睦
子
講
師
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

予
算(

案)

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
後
の
当
塾
運
営
に
つ
い
て
、
財
政
強
化

策
の
提
案
を
い
た
だ
き
、
理
事
会
に
て
検
討

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

以
上
で
総
会
を
終
了
し
、
開
講
に
必
要
な

手
続
き
要
項
の
説
明
に
入
り
ま
し
た
。 

 

事
務
手
続
き
で
は
、
月
二
回
講
座
は
四
月

三
十
日
、
月
一
回
講
座
は
五
月
二
十
八
日
ま

で
に
、
関
係
書
類
等
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

し
た
。 

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
実
施
に
よ
り
祝
日
が

変
わ
り
ま
し
た
。
学
部
別
日
程
表
も
一
部
変

更
と
な
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
を
と
説
明

し
ま
し
た
。 

す
。
皆
様
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
楽
し
い

「
イ
ベ
ン
ト
」
を
作
り
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

 

三
十
八
回
度
の
陣
容
は
講
師
五
十
九

名
、
講
座
数
は
百
一
講
座
で
あ
る
こ
と
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
い
で
、
今
回
度
の
新
講
師
一
名
と
引

き
継
ぎ
講
師
二
名
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

新
規
講
師 

『
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
ロ
マ
＆
ハ
ー
ブ
で
癒
し
』 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

堀 

享
子 

講
師 

 

 
引
き
継
ぎ
講
師 

『
オ
カ
リ
ナ
を
吹
こ
うⅢ

』 

川
崎
昌
子
講
師 

 

 
 
 
 
 
 

『
は
つ
ら
つ
健
康
運
動
Ａ
・
Ｂ
』 

遠
藤
明
子
講
師 

 

 

 

次
い
で
、
議
長
に
岩
崎
副
塾
長
が
選
出

さ
れ
議
事
に
入
り
ま
し
た
。 

最
初
の
議
案
は
三
十
七
回
度
事
業
報

告
、
仮
決
算
報
告
、
三
十
八
回
度
事
業
計
画

(

案)

予
算(

案)

が
発
表
さ
れ
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

次
い
で
役
員
の
改
選
で
は
、
事
業
環
境

が
大
変
厳
し
く
、
事
業
体
制
を
強
固
に
す

る
た
め
、
牧
田
ま
さ
子
講
師
の
再
任
を
去 

 

る
二
月
十
三
日
、
理
事
会
に
上
程
し
理
事
の

承
認
を
得
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
そ
し

て
総
会
に
於
い
て
出
席
者
全
員
の
賛
成
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
副
塾
長
に
つ
い
て
牧
田

塾
長
の
指
名
に
よ
り
、
原
田
春
佳
講
師
が
再

任
、
石
渡
裕
子
講
師
が
新
任
と
し
て
、
事
務

局
長
に
つ
い
て
も
同
様
に
杉
山
健
太
郎
氏

が
指
名
さ
れ
、
講
師
総
会
の
承
認
を
得
て
決

定
し
ま
し
た
。 

次
い
で
、
各
学
部
ご
と
に
分
か
れ
学
部
長

中
心
に
理
事
の
選
考
に
入
り
ま
し
た
。 

左
記
の
方
々
に
決
定
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
理
事 

 
 
 
 
 
 
 
 

(

敬
称
略) 

第
一
学
部
長 

植
田
靖
子 

 
 

 

理
事 

丸
山
翠
心 

 

西
島
春
華 

第
二
学
部
長 

深
澤
多
希
子 

 

 
 

 

理
事 

小
嶋 

博 
 

鈴
木
節
子 

第
三
学
部
長 

薩
川
千
聡 

 
 

 

理
事 

田
村
好
子 

 

望
野
大
介 

が
決
定
し
ま
し
た
。 

次
い
で
、
二
十
年
以
上
継
続
講
師
記
念
品

(

多
機
能
ペ
ン)

を
塾
長
か
ら
贈
呈
し
ま
し

た
。 以

上
で
総
会
議
題
を
終
了
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
開
講
に
必
要
な
資
料
説
明
に
入

り
ま
し
た
。 

 

一
円
玉
募
金 

明
社
協
に
寄
付 

 

皆
様
か
ら
一
年
間
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た 

一
円
玉
募
金
を
三
月
二
十
五
日
、
清
水
区
自
治 

会
連
合
会
が
主
催
す
る
静
岡
市
清
水
明
る
い 

 

 

三
十
八
・
三
十
九
回
度 

 
 

三
役
紹
介
し
ま
す 

（
正
副
塾
長
・
事
務
局
長
） 

塾 

長 
 

牧
田
ま
さ
子 

講
師(

再
任) 

 
 
 
 
 
 
 

母
さ
ん
の
味
を 

作
ろ
う
Ⅰ
・
Ⅱ 

 
 
 
 
 
 
 

男
の
料
理
教
室
Ⅰ
・
Ⅱ 

  

副
塾
長 

 

原
田
春
佳 

講
師 

(

再
任) 

 
 
 
 
 
 
 

楽
し
い
ボ
ー
ル
ペ
ン
習
字 

 

初
め
て
の
ペ
ン
字 

 
 

 

副
塾
長 

 

石
渡
裕
子 

講
師 

(

新
任) 

 
 
 
 
 
 

や
さ
し
い
お
箏
・ 

三
味
線
Ⅰ
・
Ⅱ 

 

  
 

 

事
務
局
長 

杉
山
健
太
郎 

 
 

(

新
任) 

 

 

  

社
会
づ
く
り
推
進
協
議
会
（
明
社
協
）
に 

寄
付
致
し
ま
し
た
。 

金
額
は
三
八
、
八
〇
〇
円
で
す 

（
三
十
二
講
座
の
協
力
に
よ
り
） 

今
年
度
も
引
き
続
き
一
円
玉
募
金
を
続 

け
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い 

致
し
ま
す
。 

 

牧田まさ子塾長の挨拶を聞きいる講師陣 
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男
の
料
理
教
室 

Ⅱ 

 
 
 
 
 
 
 

塾
生 

安
藤 

信
一 

  

若
い
頃
、
よ
く
山
に
出
か
け
簡
単
で
定
番

の
カ
レ
ー
、
或
い
は
野
菜
炒
め
な
ど
キ
ャ
ン

プ
料
理
を
楽
し
ん
で
は
い
た
が
、
偶
然
清
見

潟
大
学
塾
の
料
理
教
室
を
知
り
、
昨
年
の
四

月
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

殆
ど
が
会
社
を
リ
タ
イ
ア
さ
れ
た
男
ば

か
り
の
六
十
歳
後
半
か
ら
八
十
歳
代
？
方

の
集
ま
り
で
、
み
ん
な
不
器
用
そ
の
も
の
で

す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
あ
り
マ
ス
ク
着
用

し
て
の
料
理
で
す
。
マ
ス
ク
を
外
さ
な
い
か 

ら
全
体
の
顔
が
解
り
ま
せ
ん
。
一
年
近
く
に

な
る
が
未
だ
に
全
員
の
名
前
と
顔
が
一
致 

  

し
ま
せ
ん
。 

 

講
座
で
は
毎
回
二
品
目
以
上
教
え
て
貰

い
ま
す
。
三
人
が
一
テ
ー
ブ
ル
で
料
理
を

し
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
各
人
が
教
え
に
沿

っ
て
、
材
料
を
切
っ
た
り
し
ま
す
。 

「
千
切
り
、
み
じ
ん
切
り
」
し
て
下
さ
い
と

先
生
に
言
わ
れ
て
も
不
器
用
な
包
丁
さ
ば

き
で
、
三
人
分
を
合
わ
せ
る
と
太
さ
や
長

さ
が
違
い
不
揃
い
で
す
。
出
来
上
が
り
を

見
る
と
正
に
男
の
料
理
で
そ
れ
な
り
に
面

白
く
、
楽
し
い
で
す
。 

 

十
二
月
に
は
お
節
料
理
を
教
え
て
貰
い

ま
し
た
。
だ
て
巻
き
、
と
り
の
黒
酢
煮
、
錦

玉
子
、
豚
肉
の
昆
布
巻
き
、
こ
れ
ら
は
今
年

の
我
が
家
の
お
節
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

に
加
え
、
先
生
の
レ
シ
ピ
に
沿
っ
て
私
が

全
て
作
っ
て
み
ま
し
た
。 

 

正
月
に
は
我
が
家
に
川
崎
、
大
阪
、
名
古

屋
か
ら
帰
省
し
た
子
供
、
孫
全
員
が
揃
い
、

私
の
お
節
料
理
を
美
味
し
い
と
喜
ん
で
食

べ
て
く
れ
ま
し
た
。
更
に
今
年
は
恵
方
巻

も
挑
戦
し
ま
し
た
。 

 

講
座
で
は
先
生
の
指
導
も
あ
っ
て
具
は

中
心
に
来
て
上
手
く
巻
け
た
が
、
我
が
家

で
自
分
が
や
る
と
具
が
中
心
に
来
な
く

て
、
上
手
に
巻
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
巻
き
寿

司
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
、
細
巻
き

の
鉄
火
、
カ
ッ
パ
巻
き
を
作
っ
て
み
た
が
、 

こ
れ
も
中
々
具
が
中
心
に
来
ま
せ
ん
。
何

度
か
練
習
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

 

家
内
は
シ
ュ
ウ
マ
イ
が
好
物
で
、
家
で
作

っ
て
欲
し
い
と
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
、
作
っ

て
み
ま
し
た
。
大
変
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。 

 

残
念
な
事
は
八
月
、
九
月
に
緊
急
事
態
宣

言
が
あ
り
講
座
も
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

秋
の
交
流
館
祭
り
も
行
わ
れ
ず
、
わ
れ
ら
の

料
理
を
披
露
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。 

出
品
出
来
た
ら
又
楽
し
か
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。 

 

教
室
の
仲
間
と
も
マ
ス
ク
を
外
し
て
会

話
が
で
き
る
と
、
も
っ
と
楽
し
い
で
し
ょ 

う
。
新
年
度
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。 

 

今
年
は
名
前
と
顔
を
早
く
覚
え
る
よ
う

に
、
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

【
会
場
：
辻
生
涯
学
習
交
流
館 

 
 

 
 

第
二
、
四
金
曜
日 

九
時
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

講
師 

牧
田
ま
さ
子
】 

 

展
示
会
・
発
表
会
の
お
知
ら
せ 

 

◎
「
創
作
キ
ル
ト
」
展 

開 

期 

四
月
一
日(

木)

～
十
五
日(

木) 

 

会 

場 

興
津
生
涯
学
習
交
流
館 

 

講 

師 

木
下
か
つ
美 

 
講
座
日 

辻
生
涯
学
習
交
流
館 

 
 

 
 

 

第
一
・
三
月
曜
日
十
三
時
～ 

 
 
 

 

◎
「
一
閑
張
教
室
作
品
」
展 

 

開 

期 
四
月
十
六
日
（
金
）
～ 

十
八
日
（
日
） 

 

会 

場 

ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 
 

 
 

 

清
水
駅
前
銀
座
商
店
街 

 

講 

師 

中
川
昌
昭 

講
座
日 

不
二
見
生
涯
学
習
交
流
館 

第
一
火
曜
日
十
時
～ 

◎
「
書
道
三
講
座
」 

開 

期 

五
月
六
日(

金)

～ 

 
 
 
 
 

三
十
一
日(

火) 

会 

場 

岡
生
涯
学
習
交
流
館 

講
座
日 

「
書
道
・
蓬
会
」 

第
一
・
三
月
曜
日
九
時
半
～ 

「
入
門
『
実
用
書
道
』」 

第
一
・
三
水
曜
日
十
九
時
～ 

「
筆
の
た
の
し
み
」 

第
一
・
三
木
曜
日
十
三
時
半 

 
 
 
 

講 

師 

太
田
静
苑 

 

展 

示 

会 

報 

告 
 

 

一品目「鶏肉と小エビのクリームグラタン」    

完成、二品目「新玉ねぎのコンソメ」に挑戦 

岡生涯学習交流館で「実用書道教室Ａ・Ｂ」が展示        

２/22～3/10日の間 開催 
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初
心
者
の
茶
道
教
室 

 
 
 
 
 
 
 
 

塾
生 

山
西
睦
子 

  

「
ま
ず
右
足
か
ら
立
っ
て
」
と
い
う
先
生

の
一
言
に
「
ア
レ
ー
右
足
ど
っ
ち
？
左
足

は
？
」
と
皆
の
反
応
頭
で
は
わ
か
っ
て
い
る

の
に
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
い
、
最
初
の

お
教
室
で
し
た
。 

 

お
茶
の
先
生
と
言
う
と
厳
格
な
方
と
思

い
き
や
、
堀
内
先
生
は
誰
か
れ
と
分
け
へ
だ

て
無
く
指
導
し
て
下
さ
る
、
と
て
も
愛
ら
し

く
、
私
達
と
年
齢
も
近
い
事
も
あ
り
、
友
達

感
覚
の
先
生
で
す
。 

 

し
か
し
、
そ
の
知
識
の
豊
富
さ
は
、
道
具
、

掛
け
軸
、
花
等
々
私
達
が
見
過
ご
し
て
来
た 

四
季
折
々
の
変
化
を
気
付
か
せ
て
く
れ
ま

す
。 

 

稽
古
中
は
和
室
に
笑
い
が
溢
れ
て
い

て
、
一
つ
一
つ
の
所
作
に
使
っ
て
な
い
脳

を
フ
ル
回
転
さ
せ
て
、
花
鳥
風
月
を
感
じ

る
癒
や
し
の
ほ
ん
の
一
時
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。 

 

 

日
々
の
疲
れ
、
気
苦
労
の
な
か
に
一
服

の
お
茶
を
た
だ
楽
し
む
為
に
茶
碗
を
道
具

を
選
び
支
度
し
ま
す
。 

 

「
ち
ょ
っ
と
敷
居
が
高
い
、
堅
苦
し
い
」

と
思
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。 

 

美
味
し
い
お
菓
子
と
お
茶
を
頂
く
そ
ん

な
軽
い
気
持
ち
で
、
昔
習
っ
て
い
た
方
、
お

茶
に
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
一
度
教
室
を

の
ぞ
い
て
下
さ
い
。 

【
会
場
：
入
江
生
涯
学
習
交
流
館 

 
 
 
 

第
一
・
三
火
曜
日 

九
時
半
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

堀
内
宗
征
】 

  
 

エ
ン
ジ
ョ
イ
ウ
ク
レ
レ
教
室 

 
 
 
 
 
 
 
 

塾
生 
日
栄
眞
澄 

 

「
エ
ン
ジ
ョ
イ
ウ
ク
レ
レ
教
室
」
は
第
三

十
七
回
度
に
誕
生
し
た
新
し
い
講
座
で

す
。
講
師
は
藪
崎
晴
美
先
生
で
す
。
塾
生
は

男
性
四
名
・
女
性
十
四
名
で
、
一
回
生
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
最
初
の
授
業
で

は
、「
ウ
ク
レ
レ
の
各
部
の
名
称
、
持
ち
方
、

調
律
法
な
ど
を
勉
強
し
ま
し
た
。
毎
回
授 

業
の
初
め
に
基
礎
練
習
を
繰
り
返
し
繰
り 

返
し
行
う
の
で
す
。
音
階(

ド
レ
ミ)

ス
ト
ロ 

             

ー
ク
（
指
の
動
か
し
方
）。
こ
の
基
礎
練
習
で

動
か
な
か
っ
た
指
も
動
き
、
リ
ズ
ム
感
も
出

て
、
自
然
に
歌
も
口
ず
さ
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
先
生
の
優
し
く
丁
寧
な
ご
指
導
で
揃

っ
て
演
奏
し
た
「
キ
ラ
キ
ラ
星
」
は
、
忘
れ

ら
れ
な
い
一
曲
で
す
。
指
も
思
う
よ
う
に
動

か
な
か
っ
た
私
が
弾
け
た
の
で
す
。
感
激
で

し
た
。
何
回
も
練
習
し
完
成
す
る
と
先
生
か

ら
次
の
練
習
曲
の
楽
譜
が
配
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
都
度
、
曲
の
説
明
、
手
指
の
動
か

し
方
な
ど
勉
強
し
新
し
い
知
識
を
頭
に
入

れ
て
い
く
の
で
す
が
、
私
は
覚
え
ら
れ
な
く

て
大
変
苦
労
し
て
お
り
ま
す
。
映
画
音
楽
の

「
第
三
の
男
」「
茶
色
の
小
び
ん
」
や
「
聖
者

の
行
進
」
「
ス
ワ
ニ
ー
河
」「
ダ
ニ
ー
ボ
ー
」

な
ど
、
私
が
青
春
時
代
に
歌
っ
た
り
、
聞
い 

た
り
し
た
大
好
き
な
曲
ば
か
り
で
す
。
冬
の

季
節
に
は
「
冬
景
色
」「
冬
の
星
座
」
春
に 

 

な
っ
て
「
ど
こ
か
で
春
が
」「
早
春
賦
」
と
、

春
の
曲
は
現
在
練
習
中
で
す
。 

 

私
達
一
回
生
は
春
の
歌
を
完
成
さ
せ
、

新
し
い
曲
に
挑
戦
す
べ
く
揃
っ
て
三
十
八

回
度
の
塾
生
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
息
の

合
っ
た
素
晴
ら
し
い
演
奏
が
出
来
る
様
に

藪
崎
先
生
の
指
導
の
元
、
練
習
し
て
行
き

ま
す
。 

 

私
は
ウ
ク
レ
レ
の
優
し
い
音
色
に
魅
せ

れ
塾
生
に
な
り
ま
し
た
。
落
伍
し
そ
う
な

時
、
先
生
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
皆
さ
ん
に
助

け
励
ま
さ
れ
続
け
て
来
ま
し
た
。
今
は
「
弾

け
る
喜
び
と
歌
え
る
楽
し
さ
」
を
染
み
じ
み

と
味
わ
っ
て
お
り
ま
す
。「
ウ
ク
レ
レ
」
は
形

も
小
さ
く
持
ち
運
び
に
も
便
利
で
す
。
こ
れ

か
ら
の
お
花
見
の
季
節
、
美
術
館
の
桜
の
花

の
下
で
演
奏
出
来
た
ら
さ
ぞ
心
踊
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
夢
み
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

【
会
場
：
辻
生
涯
学
習
交
流
館 

 
 
 
 

第
一
・
三
火
曜
日
十
三
時
半
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

藪
崎
晴
美
】 

 

一 

円 

玉 

募 

金 

（
三
月
二
十
五
日
ま
で
の
募
金
で
す
） 

◇
誰
で
も
知
っ
て
る
歌
・
唄
・
う
た
◇
一
閑

張
◇
男
の
料
理
教
室
Ⅱ
◇
母
さ
ん
の
味
を

作
ろ
う
Ⅰ
・
Ⅱ
◇
簡
単
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト 

◇
里
山
歩
き
を
楽
し
も
う
Ⅰ
◇
筆
の
た
の

し
み
◇
書
道
「
蓬
会
」
◇
入
門
『
実
用
書
道
』 

◇
日
本
舞
踊
初
心
者
◇
里
山
歩
き
を
楽
し

も
う
Ⅱ 

  

お茶の作法により、薄茶点前を練習する塾生 

楽曲を弾くため、講座の初めに基礎を 

練習する塾生 


